
 

 

                              

２０１２年４月１９日 

 

 

ＡＧＣ、ブラジルでアイルトン・セナ財団等の活動を支援 

 

 
 

ＡＧＣ（旭硝子株式会社、本社：東京、社長：石村和彦）は、ブラジルのアイルトン・セナ

財団及び慈善団体であるカーサ・ベタニアと提携し、ＡＧＣガラス・ブラジル社の所在地であ

るブラジルサンパウロ州グアラティンゲタ市を中心に、貧困層の子供や青少年に対する教育 

支援活動に取り組みます。   

  

 １９９４年に故アイルトン・セナ氏の遺志により設立されたアイルトン・セナ財団は、公立   

学校教育を改善するためのプログラムをブラジル全土に展開しており、教育分野のＮＧＯとし

てユネスコから高い評価を受けています。当社は、同財団が新たに実施するグアラティンゲタ

市の公立学校の教員研修や学校教材の改善など、教育環境改善プログラムをサポートします。 

 カーサ・ベタニアは、１９７６年よりグアラティンゲタ市の貧困地区に住む子供たちに食事

提供や課外授業などの就学支援活動を３０年以上にわたり実施している団体です。当社は  

同団体の定員拡充を支援するとともに、職業訓練センターの新設などを行います。 

 なお、当社は４月１８日にＡＧＣガラス・ブラジル社の工場建設地であるグアラティンゲタ

市で執り行われた定礎式でこれらの活動を発表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＡＧＣは、発展を続けるブラジル社会での事業活動を通じ、快適で便利な生活を実現する   

ための製品やサービスを提供するとともに、支援活動を通じ、地域社会の発展に貢献していき

ます。 

 

 

◎本件に関するお問い合わせ先：   旭硝子㈱広報・IR 室長 上田 敏裕 

（担当：戸張  TEL：03-3218-5603、E-mail : info-pr@agc.com） 

Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 

ＡＧＣグループＣＥＯ石村和彦（右）と 

アイルトン・セナ財団代表 Viviane Senna 氏（左） 
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